
１．研究の背景と目的 

 65 歳以上の高齢者のいる世帯は約 2,558.4 万世帯（全

世帯の 49.4％）となっている注1）。世帯構成を見ると、「夫

婦のみの世帯」が一番多く約 3割を占めており、単独世

帯と合わせると約 6割となっている。こうした夫婦のみ

の高齢者世帯と単身世帯の高齢者の急増に対応するため、

平成 23 年に「高齢者の居住の安定確保に関する法律等

の一部を改正する法律（高齢者住まい法）」が成立し、同

年 10月にサービス付き高齢者向け住宅（以下、サ高住）

の登録制度が開始された。特別養護老人ホームの入居条

件が要介護 3以上に改正されて以来、サ高住のニーズは

高まりつつある。 

本研究では、高齢化率の最も高い秋田県、高知県、島

根県の 3 県注 2）におけるサ高住の職員を対象に、サ高住

の運営実態及び職員から見たサ高住の課題について、考

察を行う。また、提供していただいた図面に基づく建築

特性を分析すると共に、介護に携わる職員の意見を踏ま

えた今後のサ高住の計画に向けた課題を整理することを 

 

 

本研究の目的とする。 

２．調査対象地域における高齢者施設の整備状況 

調査対象地域及び全国の高齢者数の推移注 2）を図 1 に

示す。2011 年から 2021 年の 10年間の推移を見ると、高

齢化率は増加傾向にある中、総人口は減少傾向にある。

2019 年度以降、高知県で高齢者人口が減少している。 

 調査対象地域及び全国の高齢者施設の整備状況注 3）を

図 2～図 5 に示す。調査対象地域では、有料老人ホーム

の施設数が介護老人福祉施設の施設数よりも下回ってい

る点が全国の整備状況と異なる。高知県では、2016 年か

ら 2018 年にかけて、有料老人ホームが 30件、サ高住が

21件増加した。島根県では、同時期において有料老人ホ

ームが 5 件、サ高住が 8 件増加した。2018 年から 2020

年にかけては、調査対象地域において、高齢者施設の整

備状況に大きな変化は見られない。サ高住は、介護老人

福祉施設、有料老人ホームに続く数が整備されており、 

高齢者施設における比重は高まっている。また、高齢者 
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向け住宅の供⤥状況（高齢者人口に対する高齢者向け住

宅ᡞ数の割合）は地域によりࡤらつきが見られ、3�を㉸

える地域もある一᪉で、調査対象地域は㌺୪み 1�ྎの状

況である注4）。要ᨭ᥼・要介護者向けの施設が整備される

中、サ高住は⮬立度に応ࡌた⏕άを営める住まいとして

の特ᚩがあり、今後の整備に向けてサービス実態と課題

をᢕᥱするᚲ要がある。 

 

㸱．ᮏ研究の఩⨨付け 

 サ高住を対象とした᪤ 研究において、㤿ሙ�2018�1� 

らは、ෆ㛶ᗓ及び国ᅵ஺㏻┬、ཌ⏕ປാ┬の㈨料分析を

基に、全国つᶍで整備されたࣂࣝࢩーࢢࣥࢪ࢘ࣁから、

Ẹ間άຊのᑟ入を図ったサ高住の๰設までを中ᚰに、高

齢者住宅の変㑄をᴫほした。分析の⤖ᯝ、要介護状態に

㝗ったሙ合においても、住み័れた地域で⏕άするため

には、高齢者の安定的な居住の確保に㈨する住居の整備

に向けた制度の๰設ࡸ見┤しのᚲ要性を提ゝした。㧘ᶫ

�2018�2�らは、サ高住の居ᐊ設備に╔目し、居ᐊ設備᏶備

ᆺ（居ᐊෆに౽ᡤ、Ὑ面、ᾎᐊ、ྎᡤ、཰⣡が設⨨）の

サ高住と居ᐊ設備୙᏶備ᆺ（居ෆ部に౽ᡤ、Ὑ面、཰⣡

のみが設⨨）の஦౛をࣁード面・ࢺࣇࢯ面から比㍑分析

し、୧者の㐪いを分析した。居ᐊ設備の฼⏝実態に基づ

き、ᚲࡎしもᚲ要でない居ᐊ設備の設⨨義ົを見┤すこ 

とができれࡤ、サ高住開設時及び⥔ᣢ⟶理にಀるࢥスࢺ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᅗ ��඲ᅜཬࡧ対象 �┴における高齢者ேཱྀの᥎⛣ 

居住者の฼⏝㈇ᢸ๐減をもたらすྍ⬟性について提ゝࡸ

した。ᙇ�2016�3�らは、高齢者福祉施設のᾎᐊ✵間におい

て、࣐ࣥࢶー࣐ࣥ入ᾎが基本のሙ合にࣘニࢺࢵእにᾎᐊ

があると、職員の⁫ᅾሙᡤとの㊥㞳が㞳れることにより

ື⥺が㛗く」㞧になり、ᴗົ㈇ᢸを重くするྍ⬟性を᫂

らかにした。さらに、ᙇ�201��4� らは、高齢者居住施設

における介護職員の⢭⚄的㈇ᢸ要ᅉについて実態をᢕᥱ

し、ࡑのスࣞࢺスを㍍減するための施設計画要⣲につい

て᫂らかにした。 

本研究では、᪤ 研究 4�を㐍ᒎさせる఩⨨付けにあり、

職員の㈇ᢸ要ᅉと改ၿ要ᮃをࣁ・ࢺࣇࢯードの୧面から

ᢕᥱし、ࡑの⤖ᯝをサービス実態ࡸㅖᐊの面✚㓄分状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᅗ ��高齢者施設の整備状況㸦඲ᅜ㸧             ᅗ ��高齢者施設の整備状況㸦⛅⏣┴㸧 

ᅗ ��高齢者施設の整備状況㸦ᓥ᰿┴㸧             ᅗ ��高齢者施設の整備状況㸦高▱┴㸧 
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な࡝を基に分析する点が特ᚩとなっている。 

 

㸲．研究の᪉ἲ 

本研究では、2021 年 11 月から 2021 年 12 月にかけて

秋田県、高知県、島根県 3県におけるサ高住 1�0件の⟶

理者及び職員を対象としてࢣࣥ࢔ーࢺ調査を行った。ま

た、ࢣࣥ࢔ーࢺ調査⚊の㏉㏦時には、図面ࢵࣞࣇࣥࣃࡸ

 。の提供も౫㢗した。調査のᴫ要を⾲㸯に示すࢺ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⾲ �．調査᪉ἲཬࡧ調査㡯目 

調査時期 2021 年 11月から 2021 年 12月 
調査対象 秋田県、高知県、島根県 3県におけるサ高住

1�0 件（秋田��5件�高知�36件�島根�59件） 
調査᪉法 㒑㏦にて調査⚊を㏦付、回཰ 
回⟅率 13.5％�23件� 
対象者 ⟶理者及び職員 
調査ෆᐜ �．サ高住ᴫせ㸦アンケートࠊⓏ㘓᝟ሗ �㸧㸧 

建築ᴫ要、建≀㝵数、ే設施設 
�．ධᒃ者の࢖࢙ࣇスࢹーࢱ㸦アンケート㸧 

性別構成、年齢構成、⮬立等༊分状況、㣗஦
サービス及び入ᾎ介ຓの฼⏝状況 

�．職員の࢖࢙ࣇスࢹーࢱ㸦アンケート㸧 
性別構成、໅ົᙧ態、໅ົయ制、໅ົෆᐜ 

�．サ高住に対する職員のホ౯㸦アンケート㸧 
㈇ᢸ要⣲、意見、要ᮃ、ニーズな࡝ 

�．サ高住のᅗ㠃ࢹーࢱసᡂ㸦ᅗ㠃分析㸧 
✵間構成、入居者のᑓ⏝ス࣌ース・共⏝ス࣌
ース・職員のᑓ⏝ス࣌ースの整備状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᅗ �� サ高住のධᒃせ௳㸦඲஦౛㸧ᅗ��サ高住のධᒃ⋡㸦඲஦౛㸧 

⾲ ��サ高住のࣇࢯト㠃に㛵する基ᮏ᝟ሗ                   ᅗ ��⁫ᅾ職員ᩘのᖹᆒ್㸦඲஦౛㸧 
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㸳．アンケート調査⤖ᯝ 

㸳－１．サ高住のᴫせ      

 調査を౫㢗した⤖ᯝ、23件から回⟅をᚓらࢺーࢣࣥ࢔

れた。ࡑの 23件のサ高住の入居要件、入居状況を図 6及

び図 �に示す。サ高住の入居要件については、⮬立・要

ᨭ᥼・要介護（༊分要件なし）の割合が �0％と最も高く、

⮬立のみの஦౛は見られなかった。入居率は 86％であり、

開設してから 2 年ᮍ‶注 5）の 611 と 623 を㝖くと、入

居率は 90％を上回っている。介護に関わる職員のࢺࣇࢩ

య制については、↓回⟅の 614、61� を㝖き、日໅のみの

஦౛は 63、68、613、616 の 4 件、ኪ໅ありの஦౛は 1�

件であった。また、஦౛ࡈとに介護職員の⁫ᅾ職員数を

時間帯別にఛった注 6）とこࢁ、全⯡的に 9�00～16�00 の

時間帯での⁫ᅾ職員数注�）が最も多く、ḟいで多かったの

は ��00～9�00、16�00～18�30 の時間帯であった。一᪉、

ኪ໅にྵまれている 18�30～��00 の時間帯は、⁫ᅾ職員

数が最ᑠであった。また、職員が多ᛁとなる時なる時間

帯と⁫ᅾ状況を分析するため、全஦౛における⁫ᅾ職員

数の平ᆒ್を⟬ฟした⤖ᯝを図 8 に示す。9�00～16�00

の時間帯での⁫ᅾ職員数は最も多く、ኪ໅の時間帯での

⁫ᅾ職員数は最も少ない。 

㸳－２．サ高住の基ᮏ᝟ሗ㸦஦౛ู㸧 

入居者と職員の࢖࢙ࣇスࢹーࢱ、サ高住の身య介護サ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ービス提供状況、໅ົయ制、ྛ時間帯の⁫ᅾ職員数をྵ

め、サ高住の基本᝟ሗを஦౛ࡈとに⾲ 2に示す。 

஦౛別に見た入居者の年齢構成を見ると、14件の஦౛

で、後期高齢者が 9割以上を占めている。また、このう

ࡕ 6件では、全入居者が後期高齢者である。さらに、す

ての入居者が࡭ 85歳以上である஦౛も 1件見られた。 

ྛ஦౛の平ᆒ要介護度は 0.30 から 3.43 までと、ࡤらつ

きが見られる。平ᆒ要介護度 1以下の஦౛が 63、65の 2

件、平ᆒ要介護度 3以上の஦౛が 614、610、㹑22の 3件

であった。 

↓回⟅の 615 の㝖き、ే設施設または㐃携施設のない 

஦౛は 63 の㸯件であり、介護サービスを行うే設施設

または㐃携施設のない஦౛は 62、63、610、619、620 の

5 件であった。613 は同ࡌ建≀ෆのే設介護施設が 5 ࣨ

ᡤあり、調査対象஦౛の中で最も多かった。平ᆒ要介護

度が 3以上の஦౛では、身య介護サービスをサ高住⮬ら

が提供している。しかし、平ᆒ要介護度が 1ᮍ‶の 4஦

౛のうࡕ 3஦౛では、身య介護サービスの提供がない。 

㸳－㸱．サ高住における職員の㈇ᢸせ⣲とせᮃ 

介護職員にして、サ高住における㈇ᢸ要ᅉをఛった⤖

ᯝを⾲ 3に示す。 

ᴗົ中にサ高住の職員がᢪく㈇ᢸ要⣲として「見Ᏺり」、

「Ṛゅが多い」、「移ືࣝ̿ࢺが㛗く」㞧」といったෆᐜ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⾲ �� サ高住の職員ࡀᢪく㈇ᢸせᅉ 
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が」数の஦౛でᣲࡆられた。一部の஦౛では「ࣞ࢖ࢺの

⾨⏕環境」、「ࣞ࢖ࢺの数が少ない」といったෆᐜが㈇ᢸ

要⣲としてᣲࡆられた。 

ኪ໅ࡸṧᴗによる⏕άࣜズムの஘れに対しては、12件

の職員が、「㈇ᢸをឤࡌた」と回⟅した。このうࡕ、஦౛

69の職員は、「ኪ間໅ົᑓᒓの人がḧしい」と回⟅した。

また、ኪ໅について、「ኪ໅時に」数の入居者に対応でき

ない」という回⟅が 8件でᣲࡆられた。ࡑのうࡕの 6件

で、ኪ間⁫ᅾ職員数は 1ྡであった。 

日中໅ົについて、人ᡭ୙㊊だと回⟅した஦౛は 6 件

であった。ࡑのうࡕの 5件では、入居者数対日中平ᆒᅾ 

職員数の比率は平ᆒの͆9.2͇より高い⤖ᯝであった。 

また、サ高住の職員に対して改ၿ要ᮃをఛったෆᐜを

⾲とにࡈーࣜࢦࢸ࢝ 4に示す。ࢺࣇࢯ面では、人員୙㊊

のゎᾘをồめるෆᐜが」数の஦౛で見られる。ࣁード面

では、「㣗ᇽが⊃いので、ᗈࡆて࡯しい」、「ᾎᐊの介ຓス

࣌ースが⊃いので、ᗈくしてḧしい」な࡝、ᾎᐊ࢖ࢺࡸ

ࣞにおいて介ຓス࣌ースの⊃さにಀるෆᐜが」数の஦౛

からᣲࡆられた。 

 

㸴．ᅗ㠃分析⤖ᯝ 

調査に回⟅されたࢺーࢣࣥ࢔  23 件のう12、ࡕ 件から

ㄞみྲྀりྍ⬟な図面をࡈ提供いただいた。この 12 件を

図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図面分析の対象とし、ࡑのᴫ要を⾲ 5に示す。 

㸴－１．ධᒃ者のᒃᐊ 

入居者の居ᐊについて、居ᐊ設備の整備状況により、

4 ✀㢮に分㢮し、஦౛別・ࣉ࢖ࢱ別の居ᐊ数と総面✚、

平ᆒ面✚を⾲ 6 に示す。ࣉ࢖ࢱ別の居ᐊ数（⾲ �）につ

いては、ࣉ࢖ࢱϪが最も多く、全యの 59�であった。ᾎ

ᐊが整備されていない居ᐊ（ࣉ࢖ࢱϩ、ࣉ࢖ࢱϪ）は合

計 83％で、ྎᡤが整備されていない居ᐊ（ࣉ࢖ࢱϪ、ࢱ
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⾲ �� サ高住の職員にࡼるᨵၿせᮃ㸦࢝ࣜࢦࢸーࡈと㸧 

⾲ �� ᅗ㠃分析の対象とࡓࡋサ高住のᴫせ 
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ϫ）は合計ࣉ࢖ 66％であった。౽ᡤ、Ὑ面、ᾎᐊ、ྎ ᡤ、

཰⣡を᏶備している居ᐊ（ࣉ࢖ࢱϨ）は 10％であった。 

஦౛及び居ᐊࣉ࢖ࢱ別に整備状況を見ると、全஦౛で

サ高住の居ᐊの⦆࿴基‽の 18 ੍注 8）を‶たしているが、

サ高住の居ᐊ面✚基‽の 25 ੍を‶たす஦౛は 4 件しか

見られなかった。このうࡕ、最もᗈかったのは、஦౛ 69

のࣉ࢖ࢱϨの 2ྡ⏝の居ᐊであった（図 9）。 

別に居ᐊの平ᆒ面✚を見ると、౽ᡤ、Ὑ面、ᾎࣉ࢖ࢱ 

ᐊ、ྎᡤを᏶備しているࣉ࢖ࢱϨでは 32.36 ੍、౽ᡤ、

Ὑ面、ᾎᐊを備えているࣉ࢖ࢱϩでは 22.2� ੍、౽ᡤ、

Ὑ面を備えているࣉ࢖ࢱϪでは 19.00 ੍、౽ᡤ、Ὑ面、

ᾎᐊ、཰⣡を備えているࣉ࢖ࢱϫでは、平ᆒ面✚ 2�.�0 

੍であった。 

㸴－２．ඹ⏝ス࣌ース 

ᾎᐊの数と入居者 1人ᙜたりのᾎᐊの面✚್について

は、஦౛ 69 最も高かった（⾲ 8）。この஦౛は、 Ἠ地

に఩⨨し、 Ἠ、ᒾ┙ᾎ、㟢ኳ㢼࿅も整備されている。

一᪉、஦౛ 68、613 の共⏝ᾎᐊは 2⟠ᡤ設けられている

が、一ᡞᙜたりのᾎᐊの面✚್は、1.0 以下であった。

また、஦౛ 620 のᾎᐊの面✚は約 51.9� ੍で、全஦౛の

中で 3番目にᗈかったが、介護職員からは、「介ຓス࣌ー

スが⊃いので、ᗈくてḧしい」とᣦ᦬されている。また、

⮬⏤グ㏙においては、「෤Ꮨの⬺⾰ᡤとᾎᐊのᐊ ⟶理、

68、619、620�」、「⬺⾰ᡤでの㌿ಽ�対⟇ࢡࢵࣙࢩࢺーࣄ

㜵Ṇ（68、615）」、「ᗋが⃿れていたら、すࡄᣔきྲྀる�619�」、

ほ察ࡸーを㓄៖した㐺度な㊥㞳でのኌ᥃けࢩࣂ࢖ࣛࣉ」

�620、621�」、「య調確ㄆࡸỈ分⿵⤥�62、615、620�」、「ᡭ

すり等の設⨨が少なく、入居者がࣥࣛࣂスをなくしࡑう

になる�620�」、「╔᭰え中ࡸ入ᾎ後に入居者がࡩらつくこ

とがある�62、620�」という課題ࡸ対応状況な࡝がᣲࡆら

れた。 

入居者のうࡕ、入ᾎ時に介ຓがᚲ要となる人の割合が

9 割を㉸えている஦౛では、ᾎᐊ及び⬺⾰ᐊの一ᡞᙜた

りの面✚は 1.4 ੍以上であった。一᪉、入ᾎ時に介ຓが

ᚲ要となる人の割合が 5�の஦౛では、ᾎᐊ及び⬺⾰ᐊの

一ᡞᙜたりの面✚は 1.0 ੍程度であった。 

㣗ᇽについて、4 件の஦౛で「ス࣌ースが⊃いので、

ᗈくしてḧしい」との回⟅が見られた。今回の調査では、

⤥㣗サービスを฼⏝している入居者が 99％で、居ᐊにྎ

ᡤが整備されていても、⮬⅕のための฼⏝はࡰ࡯ないと

ゝえる。஦౛ 6� の介護職員は、ࢣࣥ࢔ーࢺの回⟅の中

で、「⮬立の᪉が対象のサ高住のため、居ᐊにྎᡤを設⨨

している。しかし、⮬立の᪉が少なくなり（要介護度が 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⾲ ��஦౛ู࣭ᒃᐊูࣉ࢖ࢱのᒃᐊᩘとᒃᐊ㠃✚ 

⾲ �� ᒃᐊูࣉ࢖ࢱのᒃᐊᩘとᒃᐊ㠃✚ 

 

ᅗ ��ಶᐊの㠃✚㸦஦౛ูู࣭ࣉ࢖ࢱ㸧 

⾲ �� ஦౛ู࣭ඹ⏝ᾎᐊᩘとᾎᐊཬࡧ⬺⾰ᐊの㠃✚ 
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上がったため）、共⏝の㣗ᇽを฼⏝する᪉が増え、㣗ᇽが

ΰ㞧するようになっている」と㏙࡭ている。஦౛ 6� で

は、18 ྡの入居者が 36 ੍の㣗ᇽで⤥㣗サービスを฼⏝

している状況が図面から分析できる。஦౛ 6� より 1 人

ᙜたりの㣗ᇽとࣜビࣥࢢの面✚（図 11）がపい஦౛は 613、

621 の 2件であった。 

㣗ᇽとࣜビࣥࢢの 1人ᙜたりの面✚について、特別養

護老人ホームにおける共同⏕άᐊの基‽面✚（2 ੍にᙜ

ヱ共同⏕άᐊがᒓするࣘニࢺࢵの入居定員を஌ࡌてᚓた

面✚以上）と比㍑すると、特養の基‽以下の஦౛が 1件、

1.5 ಸ程度の஦౛が 1件、2ಸ程度が 6஦౛、2.5 ಸ程度

が 3஦౛、3ಸ以上の஦౛が 1஦౛見られた。このうࡕ、 

2 ಸ程度の஦౛の平ᆒᡞ数は 19.2 ᡞであったが、2.5

ಸ程度の஦౛の平ᆒᡞ数は 35.3 ᡞであった。48 ᡞの஦

౛ 619 を㝖いても、69、620 は 29ᡞであり、調査対象஦

౛の中ではᡞ数の多いサ高住である。 

஺ὶス࣌ースでは、஦౛ 621 の職員が「入居者の᪉ࠎ

において」数の஺ὶࣝࢢーࣉがᏑᅾするため、㣗ᇽ以እ

にも஺ὶス࣌ースがあるとよい」と回⟅した。஦౛ 8に

おいても、஦౛ 621 と同ࡌように、஺ὶス࣌ースとして

౑⏝ྍ⬟な共⏝✵間が㸯ࣨᡤしか見られなかった（⾲ 9）。 

㸴－㸱．職員ᑓ⏝㒊 

職員のఇ᠁ᐊについて、「ఇ᠁ス࣌̿スがない」、「ఇ᠁

ᐊをᗈࡆてḧしい」、「ኪ໅ᑓ⏝のఇ᠁ᐊがḧしい」と回

⟅した஦౛は、5 件であった。ఇ᠁時間も、㣗ᇽ等の共

⏝ス࣌ースを฼⏝する஦౛も見られた。 

提供していただいた図面からุ別できない 620 を㝖き、

4件のうࡕ、஦౛ 6�、68はఇ᠁ᐊに加え、஦ົᐊも整備

されていない状況であった（⾲ 5）。12件の஦౛のうࡕ、

ኪ໅ありの஦౛は 10 件であったが、このうࡕᐟ┤ᐊが

整備されているのは 4件であった。 

㸴－㸲．建≀ෆにおけるṚゅࡸ⛣ືࣝート 

調査において、「Ṛゅが多い」と回⟅した஦ࢺーࢣࣥ࢔

౛は 12 件であった。図面を分析すると、஦౛ 62、66、

6�、621 では、஦ົᐊ・ཷ付࢝࢘ࣥࢱーとྛ居ᐊ間との

㊥㞳が異なり、職員のど⥺がᒆきにくい居ᐊも見られる。 

 また、「見Ᏺりに㈇ᢸをឤࡌる」と回⟅した஦౛は 12 

件であった。このうࡕ、஦౛ 621 の介護職員は、ࢣࣥ࢔

ーࢺで「஦ົᐊから⋞関の見㏻しがᝏい。対応してḧし

い」と回⟅した。平面図を確ㄆすると、஦ົᐊࡸキࢳࢵ

ࣥ・㣗ᇽな࡝の共⏝✵間は 1㝵の➃に఩⨨した平面特性

となっていることが分かる。 

 、「るࡌ見Ᏺりに㈇ᢸをឤ」、調査㡯目の中でࢺーࢣࣥ࢔ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「Ṛゅが多い」及び「移ືࣝーࢺが㛗い、または」㞧」

の 3㡯目ともヱᙜすると回⟅した 5஦౛のうࡕ、図面提

供をཷけた 4஦౛の平面図を図 �～図 10に示す。これら

の஦౛においては、建≀ෆに /Ꮠᆺの㏻㊰が設けられて

いる。また、「見Ᏺりに㈇ᢸをឤࡌる」及び「Ṛゅが多い」

と回⟅した஦౛の中で、「移ືࣝーࢺが㛗い、または」㞧」

とは回⟅しなかった஦౛は 5஦౛見られた。これら 5஦

౛の建≀ෆ㏻㊰のᙧ状を見ると、/ Ꮠᆺが 1 ஦౛（஦౛

62）、‴᭤ᆺが 1஦౛（஦౛ 69）、┤⥺ᆺが 3஦౛であっ

た。入居者の居ᐊと共⏝✵間との㓄⨨関ಀを見ると、3஦

౛（஦౛ 61,62,69）において、居ᐊと別࢔ࣟࣇもしくは

居ᐊから見えない部分に共⏝✵間が設けられている状況

が図面からㄞみྲྀれる。 

஦
౛ 

᝿定฼
⏝ᡞ数
（ᡞ） 

㣗ᇽ ࣜビࣥࢢ 

前㡯合計
ࣨᡤ 

前㡯合計
面✚
（੍） 

1人ᙜ
たりの
面✚
（੍） 

ࣨᡤ 
合計面✚
（੍） 

1人ᙜたり
の面✚
（੍） 

ࣨᡤ 
合計面
✚

（੍） 

$ 19 1 54.65 2.88 2 26.48 3 81.13 4.2� 

% 24 1 �8.25 3.26 1 21.25 2 99.50 4.15 

& 24 1 51.02 2.13 1 21.68 2 �2.�0 3.03 

' 19 1 36.42 1.92 2 3�.35 3 �3.�� 3.88 

( 13 1 53.35 4.10 0 0.00 1 53.35 4.10 

) 29 1 12�.�2 4.40 1 21.82 2 149.54 5.16 

* 20 1 69.00 3.45 1 19.8� 2 88.8� 4.44 

+ 1� 1 96.9� 5.�0 1 23.69 2 120.66 �.10 

, 20 1 36.00 1.80 2 42.00 3 �8.00 3.90 

- 48 3 206.03 4.29 1 38.13 4 244.16 5.09 

. 29 3 144.�3 4.99 0 0.00 3 144.�3 4.99 

/ 21 1 34.�0 1.65 0 0.00 1 34.�0 1.65 

注：͇͆ڧのように͆⅊Ⰽ͇付けた面✚の数್は図面に基づいて、ᴫ⟬した数್であ
る。ࡑの以እはサービス付き高齢者向け住宅᝟ሗ提供ࢩスࢸムに登録された数್であ
る。 

ᅗ ��� ஦౛ู࣭�ᡞࡾࡓ࠶のඹ⏝ᾎᐊの㠃✚㸦⬺⾰ᐊࡴྵࢆ㸧 

⾲ ��஦౛ู࣭㣗ᇽとࣜビンࢢの㠃✚ 

ᅗ ��� ஦౛ู࣭�ேࡾࡓ࠶の㣗ᇽとࣜビンࢢの㠃✚ 
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㸵．ࡲとࡵ 

ձ調査対象のサ高住から「Ṛゅが多い」という建築環境

が、職員にとって入居者の見Ᏺりを行う㝿に㈇ᢸとなる

状況がᣦ᦬された。こうした状況は、᪤ 研究でも度ࠎ

ᣦ᦬されてきた 4�が、今日でもゎỴには⮳っていない。

2021 年度から開始されたサービス付き高齢者向け住宅

整備஦ᴗでは、᪤設のサ高住で ,R7ᢏ⾡をᑟ入して㠀᥋

ゐでのサービス提供をྍ⬟とする整備に対してᨭ᥼を実

施している。こうした஦ᴗな࡝ά⏝し、ྛサ高住のニー

ズに応ࡌた見Ᏺりࢩスࢸムのᑟ入について᳨ウがồめら

れる。 

ղ調査対象のサ高住の共⏝✵間の面✚は、1 ஦౛を㝖い

て特養における共同⏕άᐊの基‽面✚よりも上回ってい

た。ࡑれでも、「職員のఇ᠁ᐊが↓いまたは⊃い・職員の

ᐟ┤ᐊがない」、「㣗ᇽのス࣌ースが⊃いので、ᗈくして

ḧしい」、「介ຓス࣌ースが㊊りない」という回⟅な࡝が

ᣲࡆられた。 

ճ調査対象のサ高住において、⤥㣗サービスを฼⏝して

いる入居者が 99％見られた中、ྎ ᡤが整備されているಶ

ᐊは全஦౛の 3�％を占めている状況であった。こうした

状況を踏まえると、ಶᐊにྎᡤが整備されていても、⮬

⅕のための฼⏝はࡰ࡯見られないと考えられる。居ᐊࢱ

別の居ᐊ面✚を比㍑すると、ྎᡤの有↓によってࣉ࢖ 1

部ᒇᙜたり 3.2� ੍のᕪが見られた。⤥㣗サービスの฼

⏝を୺యとして運⏝するࢣースでは、共⏝部分に共同し

て฼⏝するための㐺ษなྎᡤを設ける計画とすることで

共⏝✵間の面✚にࡺとりをᣢたせ、介ຓにకう職員の㈇

ᢸ㍍減につながるຠᯝが期ᚅできる。 

մ調査対象のサ高住において、一ᡞᙜたりのᾎᐊ及び⬺

⾰ᐊの面✚は、0.88 ੍～3.4 ੍とࡤらつきが見られた。

入ᾎ時に介ຓを要する入居者が全యの 9割を占める஦౛ 

620 では、一ᡞᙜたりのᾎᐊ及び⬺⾰ᐊの面✚が 1.�9 ੍

あるが、介護職員から「介ຓス࣌ースが⊃いので、ᗈく

てḧしい」とᣦ᦬されている。⮬⏤グ㏙では、「ᗋが⃿れ

ていたら、すࡄᣔきྲྀる�619�」、「ࢩࣂ࢖ࣛࣉーを㓄៖し

た㐺度な㊥㞳でのኌ᥃けࡸほ察�620、621�」、「෤Ꮨの⬺

⾰ᡤとᾎᐊのᐊ ⟶理、ࣄーࢡࢵࣙࢩࢺ対⟇�68、619、

620�」な࡝の課題ࡸ対応状況がᣲࡆられた。こうした状

況を踏まえると、ᾎᐊの面✚を増ࡸすだけでは、入ᾎ介

ຓ時に㉳こる課題はᚲࡎしも改ၿが期ᚅできない。ࡑの

ため、人的ᨭ᥼等の運⏝面の工夫ࡸ福祉ᶵჾのᑟ入ࡸ 

⇕環境の調整⟶理等をྵめた」合的な対応を᳨ウするこ

とがồめられる。 
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注1� ෆ㛶ᗓ：高齢♫఍ⓑ᭩ ᐙ᪘と世帯 2019年 

注 2� ෆ㛶ᗓ：高齢♫఍ⓑ᭩ 地域別に見た高齢化 2019 年 

注 3� 総ົ┬⤫計ᒁ H�6WDW：介護サービス施設・஦ᴗᡤ調査 2021年 

注 4� 国ᅵ஺㏻┬：サービス付き高齢者向け住宅の整備等のあり᪉に関

する᳨ウ఍ とりまとめ ཧ考㈨料 2016 年 

注 5� ཧ考文⊩ 6�によると、開設後㸰年程度はサ高住の入居率がపい傾

向にある。これは、高齢者向けの住宅は、付帯するサービスの確ㄆࡸᐙ

᪘・ࢿ࣐࢔ࢣーࣕࢪーとの調整、入居者の状況に応ࡌたཷ入య制の確保

な࡝に一定の時間を要するためと考えられる。 

注 6� 介護に関わる職員のࢺࣇࢩయ制について、ࢣࣥ࢔ーࢺ調査⚊の設

ၥ10において、ᮅ番、日໅、㐜番、ኪ໅のࢺࣇࢩయ制別に、໅ົ時間帯

をᑜࡡた。なお、」数のࢺࣇࢩがあるሙ合は、別に時間帯をグ入してい

ただいた。 

注 �� 介護に関わる職員の⁫ᅾ職員数について、ࢣࣥ࢔ーࢺ調査⚊の設
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ၥ11において、ᶓ㍈に24時間の時間帯を示した⾲を示し、ࡑの中に⁫

ᅾ職員数とࡑの数が変わる時間を᫂グしていただいた。 

注 8� ཧ考文⊩ ��の設⨨基‽�つᶍ�によると、「㸯ᡞあたりのᗋ面✚は

ཎ๎25੍以上、居間、㣗ᇽ、ྎ ᡤ等、高齢者が共同して฼⏝するために

༑分な面✚を有する共⏝の設備があるሙ合は 18 ੍以上とすることがで

きる」とグ㍕がある。 
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